
令和６年度第２回 静岡市がん対策推進協議会 

 

日時：令和７年１月 29日（水）19:15～20:30 

 場所：静岡市役所 本館３階第一委員会室  

 

 

次    第 

 

 

１ 開会 

 

２ 議題 

（１）令和７年度以降の実施計画について（協議） （資料１） 
（２）静岡市がん検診精度管理協議会の開催状況などについて（報告）（資料２） 
 
３ その他 
（１）国立研究開発法人国立がん研究センターがん対策研究所の研究への参画について 
 （参考資料１） 
（２）在宅医療の提供体制について （参考資料２） 
 
４ 委員挨拶 
 
５ 閉会 

 

 

 

【資料一覧】 

・次第 

・委員名簿 

・資料１   令和７年度以降の実施計画 

（第１期 静岡市がん対策推進計画 中間評価・中間見直し） 

・資料２   静岡市がん検診精度管理協議会の開催状況などについて  
・参考資料１ 国立がん研究センター研究開発費 

がんの統計情報の整備と活用に関する研究 

・参考資料２ 在宅医療の提供体制 
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令和７年度以降の実施計画　（第１期　静岡市がん対策推進計画　中間評価・中間見直し）

１　がんの予防と早期発見の推進

（１）予防の推進　【静岡市がん対策推進条例（令和元年静岡市条例第99号）（以下「条例」という。）第７条、第８条】
◆成果指標

中間見直し時
（R4実績）

Ｒ３
（１年目）

Ｒ４
（２年目)

Ｒ５
（３年目）

Ｒ６
（４年目)

Ｒ７
（５年目）

Ｒ８
（６年目)

所管課

1
男性 22.2%
女性 ７．0％

ー

男性　25.2％
女性

策定時より
減少

ー ー
男性 19.6％
女性 6.4%

ー 国民生活基礎調査
健康づくり
推進課

2
1.1％

（高校生男子）
(R４)

ー ー ー ー 0% ー
静岡市

健康・食育に関する意識・生活アンケート調査
健康づくり
推進課

3
男性　63.5％
女性　59.9％

ー ー ー ー
男性 64.3%
女性 61.7%

ー
静岡市

健康・食育に関する意識・生活アンケート調査
健康づくり
推進課

4
男性　11.0％
女性　5.7％

ー ー ー ー
男性 10.8％
女性　5.6％

ー
静岡市

健康・食育に関する意識・生活アンケート調査
健康づくり
推進課

5
男性 26.5％
女性 24.9％

ー ー ー ー
男性 27.4％
女性 26.2％

ー
静岡市

健康・食育に関する意識・生活アンケート調査
健康づくり
推進課

6 36.0% ー ー ー 44.0% 48.0% 52.0% 静岡市算出
感染症対策
課

7 100.7% ー ー ー 100.0% 100.0% 100.0% 静岡市算出
感染症対策
課

◆取組内容
ア　がんを予防する生活習慣の普及啓発

所管課

R3 R4 R5 R6 R7 R8

①
小・中学生・高校
生向け喫煙防止
教室

児童・生徒の生活の質の向上を図るた
め、小・中学生･高校生に対して、タバ
コによる健康被害等タバコに関する知
識を学ぶ機会を提供します。
また、児童・生徒を通じて、家庭や地
域社会に対してもタバコの正しい知識
を普及することで、受動喫煙防止を図
ります。

開催校数 75校 75校 75校 75校 75校 75校

R３～５の実施数（R５は見込み）をもとに算
出。毎年、全ての小・中学校および高校に事業
案内を実施している。教室未実施校において
も、学校薬剤師による薬学講座等が行われて
おり、95％以上の学校で喫煙防止教育の機会
を有している。
また、当該年度未実施の学校においても、隔年
実施等計画的に実施予定であることを確認し
ているため、実施校数は現状維持とする。

ー
健康づくり
推進課

②
健康教育・健康相
談

がん予防を含め、健康に関する個別の
相談について、必要な指導及び助言
を行います。

①健康教育教室
実施回数
②健康相談延参
加者数

ー ー

①
180回

②
500人

①
94回

②
480人

①
94回

②
480人

①
94回

②
480人

R5年度から活動指標を①健康教育参加者延
べ人数②健康まつり延参加者数から健康教育
教室実施回数に変更した。新型コロナウイルス
の影響を加味し、R2～R4年の実績値年間の
平均の実績値と前年度の実績値のうち高い値
を目標値とした。教室、相談の対象者は毎年入
れ替わっていることから活動目標は現状を継
続していく。

ー

健康づくり
推進課、
各区健康支
援課

③
元気静岡マイレー
ジ

市民の健康づくりの取組のきっかけ
づくりとし、健康意識を高め、健康増
進（身体を動かす）を図ります。

R7以降
①参加者数
②働き盛り世代
（30歳～50歳
代）の参加者数の
割合

R6まで
①働き盛り世代
（30歳～50歳
代）の参加者数の
割合
②参加者アン
ケートで新たな健
康づくりを始め
た者の割合

①35％以上
②60％以上

①35％以上
②60％以上

①35％以上
②60％以上

①37％以上
②62％以上

①920人
②35％以上

①940人
②35％以上

参加者割合について、コロナ禍では高齢者の
参加者減少により働き盛り世代の割合が高く
なっていたため、コロナ前の実績から目標を算
出。新たな健康づくりを始めた者の割合につ
いてはR3～R5の実績の伸び率から算出し
た。

事業目的の遂行を事業規模か
ら客観的に評価するため、参加
者数を目標値として設定した。

健康づくり
推進課、
各区健康支
援課

HPVワクチン接種実施率

B型肝炎ワクチン接種実施率

出典No.

目標
R６からＲ８の

活動指標・目標設定の考え方・算出根拠

ハイリスク飲酒者の割合

運動習慣のある者の割合

理由
（R７以降目標等が「実施計画」
と異なる予定である場合）

目標

20歳以上の喫煙率

高校生喫煙率

適正体重を維持している者の割合

事業名 事業の概要

指標
実績

活動指標名

・この資料は、計画推進のために、個別事業の各年度の目標等を示したものです。

資料1
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④
がん予防に関す
る図書展示

がんについて、理解度の向上や生活
習慣の改善方法など幅広く、がん予防
に関する図書展示を実施します。

実施館数
全12館中

4館
全12館中

4館
全12館中

4館
全12館中

６館
全12館中

６館
全12館中

６館

図書の展示内容等については、各館で地域特
性や利用者層など様々な要因で展示内容を決
定しており、がん予防の啓発展示を必ず実施
できる図書館ばかりでない。今後は他の展示
と併せるなど工夫することで、全体の２分の１
の館で実施することを目標とした。

ー 中央図書館

⑤ フィットネス講座
勤労者福祉センター（市内３カ所）で、
勤労者及びその他一般市民を対象に
フィットネス講座を開催します。

講座数又は時間
数

北部36、南
部26講座、
東部500時

間

北部36、南
部26講座、
東部500時

間

北部36、南
部26講座、
東部500時

間

北部36、南
部26講座、
東部500時

間

ー ー

健康増進のために勤労者福祉センターで開催
するフィットネス講座数を活動指標の指標とし
たのは、継続的な実施を評価するのに適当な
ためであり、目標はR2年度静岡市各勤労者福
祉センター管理運営事業仕様書に定める講座
数とした。

ー 商業労政課

⑥
市政出前講座「今
日から行う、がん
予防！」

市政出前講座を開催し、市民に対しが
ん予防について普及啓発します。

実施回数 １回以上 １回以上 １回以上 １回以上 １回以上 １回以上
これまでの開催実績をもとに算出した。
（過去８箇年の平均開催数1.125回）

ー
清水病院
病院経営企
画課

⑦

生涯学習施設に
おける「がん予防
の推進」に資する
講座の開催

生涯学習施設において「がん」をテー
マとした講座を開催し、がん予防への
支援・普及啓発を行います。

開催施設数 7 7 7 7 7 7

・生涯学習施設（指定管理）で「がん予防等」に
関する講座等を開催することにより、地域への
普及啓発につながるものと判断できる指標と
して「開催施設数」を設定した。
・講座分野が「健康」であり、その中で「がん」や
「食生活」、「生活習慣」をテーマとした講座を
開催した施設の数を抽出した。

ー
生涯学習推
進課

⑧ 禁煙支援事業
医療機関において禁煙治療を完了し
た20歳以上の方に対して、治療に要
した経費の一部を補助します。

禁煙治療完了者 50人
前年の実績
により設定

する。

申請者数
20人

前年比増
（まちづくり計

画に合わせて修
正した）

前年比増 前年比増

チャンピックス錠の生産中止の影響から、禁煙
パッチの品不足と禁煙外来治療実施医療機関
の減少という状況の中、前年実績をもとに算
出した。

ー
健康づくり
推進課

⑨
スポーツイベント
等の実施

市民大会等の各種スポーツイベントを
実施します。

参加者数
①市民大会
②区民体育大会
③各種スポーツ
教室

ー ー ー

①40,000
人

②6,000人
③延べ

1,296人

①40,000
人

②6,000人
③延べ

1,296人

①40,000
人

②6,000人
③延べ

1,296人

①新型コロナウイルス感染症による影響の少
ない、R元年度の実績(39,531人)程度を目
標とした。
②大運動会の目標を5,700人(葵区3,900
人、駿河区1,800人)、ニュースポーツ２種目
を300人とした。
③初心者スポーツ教室、クライミング教室及び
走り方教室の定員数を目標とした。

ー
スポーツ
振興課

⑩

市有スポーツ施
設におけるス
ポーツ教室及び
スポーツイベント
の実施

市有スポーツ施設において、子どもか
ら高齢者まであらゆる世代を対象と
したスポーツ教室及びスポーツイベン
トを実施します。

利用者満足度 ー ー ー 90% 90% 90%
施設管理者として達成すべき数値を目標とし
た。

ー
スポーツ
振興課

⑪

スポーツ推進委
員を通じたス
ポーツイベントの
実施

市が委嘱した地域のスポーツ推進委
員を通じて、ファミリーバドミントンや
スカイクロス等ニュースポーツを中心
としたスポーツイベントを実施します。

参加者数
①チャレンジ！
 スポーツラリー
②チャレンジ！
  スポーツDAY
③ニュースポーツ
大会

ー ー ー
①400人
②300人

③1,000人

①400人
②300人

③1,000人

①400人
②300人

③1,000人

新型コロナウイルス感染症による影響がない、
過去３年間平均の近似値を目標とした。

ー
スポーツ
振興課

新規

静岡市駿府城ラ
ン・アンド・
リフレッシュス
テーションを
利用したランニン
グ及びスポーツ
教室

静岡市駿府城ラン・アンド・リフレッ
シュステーションを利用し、ランニング
初心者を対象としたランニング教室及
び運動非実施層を対象としたスポー
ツ教室を実施します。

実施回数 ー ー ー ー 24回 24回
施設管理者として達成すべき数値を目標とし
た。

ー
スポーツ
振興課

2



イ　受動喫煙防止のための環境整備
所管課

R3 R4 R5 R6 R7 R8
所管課

⑫
受動喫煙防止対
策

民間施設での望まない受動喫煙を防
止するため、健康増進普及月間や飲
食店組合等の講習会の場を活用しつ
つ制度の周知を図ります。

周知回数
通報への対応

３回
随時

３回
随時

３回
随時

３回
随時

３回
随時

３回
随時

施行後５年経過にて見直しが想定されている。
変更内容にて周知回数を見直すこととしたい
ため、現段階ではR3～R5の実施数（R5は見
込み）をもとに算出した。

ー
健康づくり
推進課

⑬
庁舎の受動喫煙
対策

静岡庁舎・清水庁舎・駿河区役所の各
庁舎については、令和元年7月1日か
ら敷地内禁煙を実施しています。
なお、静岡庁舎については、受動喫煙
の影響を受けない距離を確保したう
えで、改正後の健康増進法に規定する
「特定屋外喫煙場所」を本館地下1階
（屋外）及び新館低層棟屋上に設置し
ています。

調査回数 １回 １回 １回 １回 １回 １回
年間において複数回調査を行う内容ではない
ため、R3～R5の実施数（R5は見込み）をもと
に算出した。

ー
健康づくり
推進課

ウ　食生活改善の推進
所管課

R3 R4 R5 R6 R7 R8
所管課

⑭ 食生活改善事業
静岡市健康爛漫計画（第３次）及び第
４次食育推進計画に基づいた事業を
実施していきます。

①食育応援団派
遣回数
②食育普及啓発
としてX（旧：
Twitter）等での
情報発信
③食育月間の展
示（静岡・清水庁
舎）

①50回
②10回
③２回

①50回
②10回
③２回

①50回
②10回
③２回

①50回
②10回
③２回

①50回
②10回
③２回

①50回
②10回
③２回

①食育応援団の講師数が高齢化等により減少
していることから、派遣回数を年々増やしてい
くことは現段階では困難であり、R3～R5の実
施数（R5は見込み）をもとに算出した。
②③他計画と目標を合わせているため、現段
階では難しい。

ー
健康づくり
推進課

エ　感染症対策の推進
所管課

R3 R4 R5 R6 R7 R8
所管課

⑮
HPVワクチン接
種

対象年齢の市民に対し無料で予防接
種を実施します。

接種実施率 ー ー ー 44.0% 48.0% 52.0% R４年度の接種率から算出した。 ー
感染症対策
課

⑯
Ｂ型肝炎ワクチン
接種

対象年齢の市民（０歳児）に対し無料
で予防接種を行うことにより、キャリ
アになることを未然に防ぎ、肝がんを
予防します。

接種実施率 ー ー ー 100.0% 100.0% 100.0% R４年度の接種率から算出した。 ー
感染症対策
課

事業名 事業の概要 活動指標名

目標

事業名 事業の概要

活動指標名
理由

（R７以降目標等が「実施計画」
と異なる予定である場合）

事業名 事業の概要

目標
R６からＲ８の

活動指標・目標設定の考え方・算出根拠
活動指標名

目標
R６からＲ８の

活動指標・目標設定の考え方・算出根拠

理由
（R７以降目標等が「実施計画」
と異なる予定である場合）

R６からＲ８の
活動指標・目標設定の考え方・算出根拠

理由
（R７以降目標等が「実施計画」
と異なる予定である場合）

3



（２）早期発見の推進　【条例第９条、第11条】 健康づくり
推進課

◆成果指標 健康づくり
推進課
健康づくり
推進課

R5実績
Ｒ３

（１年目）
Ｒ４

（２年目)
Ｒ５

（３年目）
Ｒ６

（４年目)
Ｒ７

（５年目）
Ｒ８

（６年目)
健康づくり
推進課

8
胃がん
（対象：50歳～69歳）

12.0% 12.3% 13.1% 13.9% 18.0% 24.0% 30％ 静岡市算出
健康づくり
推進課

9
肺がん
（対象：40歳～69歳）

20.4% 18.3% 19.1% 19.9% 22.9% 25.5% 28％ 静岡市算出
健康づくり
推進課

10
大腸がん
（対象：40歳～69歳）

24.7% 21.2% 22.0% 22.8% 25.5% 26.2% 27％ 静岡市算出
健康づくり
推進課

11
子宮頸がん
（対象：20歳～69歳）

４３．１％ 42.7% 43.5% 44.3% 48.7% 54.4% 60％ 静岡市算出
健康づくり
推進課

12
乳がん
（対象：40歳～69歳）

３３．０％ 34.9% 35.7% 36.5% 37.7% 42.3% 47％ 静岡市算出
健康づくり
推進課

13 胃がん 66.2%
現状値より上昇

（中間評価・見直し
時に設定）

現状値より上昇
（中間評価・見直し

時に設定）

現状値より上昇
（中間評価・見直し

時に設定）
74.1% 82.1% 90％ 静岡市算出

健康づくり
推進課

14 肺がん 71.9%
現状値より上昇

（中間評価・見直し
時に設定）

現状値より上昇
（中間評価・見直し

時に設定）

現状値より上昇
（中間評価・見直し

時に設定）
77.9% 84.0% 90％ 静岡市算出

健康づくり
推進課

15 大腸がん 46.7%
現状値より上昇

（中間評価・見直し
時に設定）

現状値より上昇
（中間評価・見直し

時に設定）

現状値より上昇
（中間評価・見直し

時に設定）
61.1% 75.6% 90％ 静岡市算出

健康づくり
推進課

16 子宮頸がん 54.6%
現状値より上昇

（中間評価・見直し
時に設定）

現状値より上昇
（中間評価・見直し

時に設定）

現状値より上昇
（中間評価・見直し

時に設定）
66.4% 78.2% 90％ 静岡市算出

健康づくり
推進課

17 乳がん 62.8%
現状値より上昇

（中間評価・見直し
時に設定）

現状値より上昇
（中間評価・見直し

時に設定）

現状値より上昇
（中間評価・見直し

時に設定）
71.9% 80.9% 90％ 静岡市算出

健康づくり
推進課

◆取組内容
ア　がん予防への支援・普及啓発

所管課

R3 R4 R5 R6 R7 R8
所管課

⑰
健診まるわかり
ガイド配布

がん検診、特定健診、歯周病検診等の
受診方法や医療機関一覧が記載され
ているガイドを全世帯に配布します。

作成部数
外国語版ガイドの
作成・配布

275,000
部

2言語（英語・
中国語）

275,000
部

2言語（英語・
中国語）

275,000
部

2言語（英語・
中国語）

275,000
部

2言語（英語・
中国語）

275,000
部

2言語（英語・
中国語）

275,000
部

2言語（英語・
中国語）

市内の配布世帯数（自治会加入世帯数、配布物
対応自治会）が減少傾向にあるため、現状維持
とする。

ー
健康づくり
推進課

⑱
肝炎ウイルス検
査

肝炎ウイルス検査を実施し、肝炎患者
の早期発見をすることにより、肝炎ウ
イルス感染に起因する肝細胞がんを
予防します。

陽性かつ受診勧
奨同意者に対す
る受診勧奨実施
率

100% 100% 100% 100% 100% 100%
重症化予防のために早期に医療へつなげる必
要があるため実施率100%で設定。

ー
健康づくり
推進課

イ　がん検診の受診勧奨
　（ア）効果的な受診勧奨の実施

所管課

R3 R4 R5 R6 R7 R8
所管課

⑲
がん検診の個別
受診勧奨（ナッジ
理論を活用）

がん検診を不定期で受診している方
にターゲットを絞り受診勧奨通知を送
付します。通知内容には、ナッジ理論
を活用した記載方法を取り入れます。
※ナッジ理論は、文言や表現を工夫
し、さりげない働きかけを行うことに
より、企画者が意図する行動に自発的
に誘導すること。

送付回数 各1回 各1回 各1回 各1回 各1回 各1回
受診月は、人によりそれぞれであるため、受診
勧奨は毎年末に1回実施すれば十分であると
考えている。

ー
健康づくり
推進課

⑳
無料クーポン券
配布

国の要綱に基づき、年齢等の一定要
件を満たす市民に対し、子宮頸がん・
乳がん検診の無料クーポン券を送付
します。

送付件数 7,050件
対象者へ送

付
対象者へ送

付
対象者へ送

付
対象者へ送

付
対象者へ送

付
引き続き対象者全員に送付する。 ー

健康づくり
推進課

精密検査受診率

事業名 事業の概要

No. 指標
実績

がん検診受診率

事業の概要 活動指標名

目標

活動指標名

目標
R６からＲ８の

活動指標・目標設定の考え方・算出根拠

理由
（R７以降目標等が「実施計画」
と異なる予定である場合）

事業名
理由

（R７以降目標等が「実施計画」
と異なる予定である場合）

出典
目標

R６からＲ８の
活動指標・目標設定の考え方・算出根拠
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　（イ）より多くの受診機会の提供
所管課

R3 R4 R5 R6 R7 R8
所管課

㉑ サンデー健診
平日に検診を受診する機会がない方
を対象に、日曜日にがん検診･特定健
診・歯周病検診を実施します。

ｻﾝﾃﾞｰﾚﾃﾞｨｰｽ
健診実施回数

歯周病ｸｰﾎﾟﾝ
発送件数

3回

該当者へ
送付

3回

該当者へ
送付

3回

該当者へ
送付

4回

該当者へ
送付

4回

該当者へ
送付

4回

該当者へ
送付

サンデー健診は実施機関である健診センター
の協力が不可欠であり、日曜日の開催回数を
さらに増やすことはすでになかなか困難な状
況にあるため。

ー
健康づくり
推進課

㉒ 託児付き検診
乳幼児を持つ母親を対象に、乳がん・
子宮頸がん検診の際に、無料の託児
サービスを実施します。

企画回数 16回 16回 16回 16回 16回 16回
託児付日を設定しても、現状予約が入らない
日もあるため、これ以上の設定は供給過剰と
判断している。

ー
健康づくり
推進課

ウ　がん検診の精度管理の充実
所管課

R3 R4 R5 R6 R7 R8
所管課

㉓
がん検診の精度
管理

がん種ごと精度管理部会を開催し、検
診の精度管理を実施します。
（胃がん、肺がん、大腸がん、子宮頸が
ん、乳がん）

開催回数 ー ー ー
協議会・部会

各年２回
協議会・部会

各年２回
協議会・部会

各年２回

各検診ごとの課題は各部会で協議し、がん検
診全体及び各部会の協議内容について、改め
て協議会で審議するよう、それぞれ年２回開催
とした。

ー
健康づくり
推進課

㉔
要精密検査受診
率の向上

がん検診を実施した医療機関と連携
し、精密検査未受診者を正確に把握し
て、受診勧奨等を実施します。

実施回数 各３回 各３回 各３回 各２回 各２回 各２回
半年に１回の頻度で実施することが望ましいた
め、年２回とする。

ー
健康づくり
推進課

（３）がん教育とがん予防の普及啓発の充実　【条例第７条、第10条】
ア　学校におけるがん教育の推進

所管課

R3 R4 R5 R6 R7 R8
所管課

㉕
がん教育推進協
議会の開催

がん教育を推進するための取組につ
いて検討すること、がん教育計画を作
成すること、事業成果の検証をするこ
と等を目的に、医療関係者や教育委
員会等を構成員として会議を開催し、
関係者と協力しながらがん教育を実
施します。

開催回数 ２回 ２回 ２回 ２回 ２回 ２回

がん教育を推進するための取組について検討
すること、がん教育計画を作成すること、事業
成果の検証をすること等を目的に、医療関係
者や教育委員会等を構成員として会議を開催
し、関係者と協力しながらがん教育を実施す
る。

ー
児童生徒支
援課

㉖
がん教育による
がん予防の充実

生徒が「がん」に関する正しい知識や
予防の大切さについて理解を深める
ことができるよう、がん教育を実施し
ます。

実施率 ー ー ー 100% 100％ 100%
学校からの依頼に応じて実施するため実施依
頼に確実に応じることを目標とした。

ー
静岡病院総
務課

㉗
外部講師を活用
した「がんに関す
る授業」の実施

生徒が「がん」に関する正しい知識や
予防の大切さについて理解を深め、
主体的に健康で安全な生活を送るた
めの行動選択ができる実践力を高め
るため、専門医を講師に招いて授業
を実施します。

実施校数 12校 12校 12校 1３校 1４校 1５校

生徒が「がん」に関する正しい知識や予防の大
切さについて理解を深め、主体的に健康で安
全な生活を送るための行動選択ができる実践
力を高めるため、専門医を講師に招いて授業
を実施する。

ー
児童生徒支
援課

イ　がん予防への支援・普及啓発（再掲）
所管課

R3 R4 R5 R6 R7 R8
所管課

⑰再
健診まるわかり
ガイドの配布

がん検診、特定健診、歯周病検診等の
受診方法や医療機関一覧が記載され
ているガイドを全世帯に配布します。

作成部数
外国語版ガイドの
作成・配布

275,000
部

2言語（英語・
中国語）

275,000
部

2言語（英語・
中国語）

275,000
部

2言語（英語・
中国語）

275,000
部

2言語（英語・
中国語）

275,000
部

2言語（英語・
中国語）

275,000
部

2言語（英語・
中国語）

市内の配布世帯数（自治会加入世帯数、配布物
対応自治会）が減少傾向にあるため、現状維持
とする。

ー
健康づくり
推進課

⑱再
肝炎ウイルス検
査

肝炎ウイルス検査を実施し、肝炎患者
の早期発見をすることにより、肝炎ウ
イルス感染に起因する肝細胞がんを
予防します。

陽性かつ受診勧
奨同意者に対す
る受診勧奨実施
率

100% 100% 100% 100% 100% 100%
重症化予防のために早期に医療へつなげる必
要があるため実施率100%で設定。

ー
健康づくり
推進課

事業名 事業の概要 活動指標名

目標
R６からＲ８の

活動指標・目標設定の考え方・算出根拠

理由
（R７以降目標等が「実施計画」
と異なる予定である場合）

事業名 事業の概要

事業名 事業の概要 活動指標名

目標

活動指標名

目標
R６からＲ８の

活動指標・目標設定の考え方・算出根拠

理由
（R７以降目標等が「実施計画」
と異なる予定である場合）

R６からＲ８の
活動指標・目標設定の考え方・算出根拠

事業名 事業の概要 活動指標名

目標
R６からＲ８の

活動指標・目標設定の考え方・算出根拠

理由
（R７以降目標等が「実施計画」
と異なる予定である場合）

理由
（R７以降目標等が「実施計画」
と異なる予定である場合）
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２　がん患者等の支援の充実
（１）相談・体制・情報提供体制の充実　【条例第12条、第13条、第15条、第16条】

◆成果指標

中間見直し時
（R4実績）

Ｒ３
（１年目）

Ｒ４
（２年目)

Ｒ５
（３年目）

Ｒ６
（４年目)

Ｒ７
（５年目）

Ｒ８
（６年目)

18 ２病院 ー ー ー ２病院 ２病院 ２病院 静岡県調べ
保健衛生医
療課

19 ２病院 ー ー ー ２病院 ２病院 ２病院 静岡県調べ
保健衛生医
療課

◆取組内容
ア　相談・医療提供体制の充実

所管課

R3 R4 R5 R6 R7 R8
所管課

㉘
がん相談支援セ
ンター

がんに関する総合的な相談に応じま
す。当院に受診しない方の相談にも応
じます。

がんに関する相
談人数

ー ー ー 280人 300人 320人

がん罹患者を含むあらゆる対象者のがんに関
する統合的な相談に相談センターで対応する。
支援センターの周知を図り、継続した支援を行
う。令和３年４年の実績値より目標値を設定し
た。

ー
静岡病院総
務課

㉙ 患者相談

静岡市立清水病院に「がん化学療法看
護認定看護師」や「がん薬物療法専門
薬剤師」を配属し、入院や外来での抗
がん剤治療等を受ける患者さんやご
家族の不安や迷いを聞き、少しでも不
安を解消し、納得して治療を受けるこ
とができるように支援します。

窓口設置 随時実施 随時実施 随時実施 随時実施 随時実施 随時実施
患者が相談をする場所や相談しやすい環境が
あることが重要であると考えるため相談窓口
を設置することを目標とした。

ー
清水病院
医事課

㉚
医療安全支援セ
ンター「ほっとは
あと」

医療安全相談に関する必要な知識・経
験を有する看護師等の相談員を配置
した相談窓口において、がんの罹患者
を含めた患者及び家族等からの医療
に関する相談対応等を実施します。

医療相談窓口
継続実施

随時実施 随時実施 随時実施 随時実施 随時実施 随時実施
がん罹患者を含めた患者さん及び家族等から
の医療に関する相談に対応するため、継続し
た相談窓口を維持する必要がある。

ー 生活衛生課

㉛
がんサバイバー
交流会の場の提
供

がんサバイバー（がんと診断された方
など）が交流できる会の場の提供を行
います。

延べ参加人数 ー 検討 実施 44名 44名 4４名
Ｒ５の見込実績をもとに、Ｒ６は44名とした。
Ｒ７、Ｒ８は実施方法等を見直すため、暫定的に
Ｒ６の目標と同数とした。

ー
保健衛生医
療課

㉜
市立病院に対す
る負担金の支出

市立病院が地域においてその役割を
果たすために行う事業のうち、独立採
算に馴染まない経費等について、設立
団体である市が負担金を支出します。

負担金の支出 ー ー ー 実施 実施 実施
地方公営企業への繰出基準（総務副大臣通知）
に準じて高度医療に係る負担金を市立病院に
対して支出する

ー
保健衛生医
療課

目標

事業名 事業の概要

No. 指標
実績

出典

理由
（R７以降目標等が「実施計画」
と異なる予定である場合）

活動指標名

目標
R６からＲ８の

活動指標・目標設定の考え方・算出根拠

地域がん診療連携拠点病院の数

ハローワークと連携した就職支援を行っている拠点病院
の数
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イ　情報提供の充実と普及啓発
所管課

R3 R4 R5 R6 R7 R8
所管課

㉝
医療機関に関す
る情報提供

医療機関に関する情報提供をすると
ともに、診断および治療などに関する
地域の医療機関との連携を実施しま
す。

在宅医に関する
相談の実施

ー ー ー 実施 実施 実施
在宅療養を希望するがん患者の意向に沿い在
宅医療に関する情報提供を行い相談支援体制
を維持することを目標とした。

ー
静岡病院総
務課

㉞
アピアランスケア
に関する情報提
供

がん患者のアピアランスケア（脱毛時
のケア、皮膚ケア等）に関する支援を
実施します。

アピアランスケア
の実施

ー ー ー 実施 実施 実施
アピアランスケアに関する相談に対して継続し
て支援を実施していくことを目標とした。

ー
静岡病院総
務課

㉟

がんと共に生き
る静岡市民を応
援する特設ペー
ジ・ガイドブック
を作成

たとえがんにかかったとしても生涯を
通じて自分らしく生きることができる
社会の実現を目指し、がんと診断され
た方に役立つ情報をまとめたインター
ネット上の特設ページやガイドブック
を作成します。

特設ページ及び
ガイドブックの作
成及び更新

・ガイドブッ
ク作成

・ホームペー
ジ検討

ホームペー
ジ作成

ー

・ガイドブッ
ク改訂

・ホームペー
ジ更新

・ガイドブッ
ク改訂

・ホームペー
ジ更新

・ガイドブッ
ク改訂

・ホームペー
ジ更新

ガイドブック及びホームページ作成を令和４年
度に完了し、以降は適宜更新及び改訂を実施
することとした。

ー
保健衛生医
療課

㊱
市民向け「正しい
知識」の普及啓発

がんに関する「正しい知識」を普及啓
発するため、広報媒体による情報発信
を行います。

広報媒体による
情報発信

ー ー ー 実施 実施 実施 幅広い世代へ情報を届けるため。 ー
保健衛生医
療課

㊲
市政出前講座「上
手な医療のかか
り方」

医療に関しての疑問や不安、不満など
を感じた時、医療安全支援センターに
寄せられた様々な相談を紹介しなが
ら、医療者と患者のコミュニケーショ
ンについて参加者と一緒に考えてい
きます。

市政出前講座「上
手な医療のかか
り方」
受講者満足度
90％以上

受講者の
講座満足度
90％以上

受講者の
講座満足度
90％以上

受講者の
講座満足度
90％以上

受講者の
講座満足度
90％以上

受講者の
講座満足度
90％以上

受講者の
講座満足度
90％以上

医療者と患者のコミュニケーションについて学
ぶことで、医療者と患者のすれ違いを減らし、
よりよい医療を受けることが出来る。
毎回違う市民に対して講座を行う為、指標とし
て受講者の満足度を90％以上に設定する。

ー 生活衛生課

ウ　事業所・就労（希望）者に対する支援による治療と仕事の両立支援
所管課

R3 R4 R5 R6 R7 R8
所管課

㊳
治療と仕事の両
立支援

静岡産業保健総合支援センターと連
携し、がんの治療と仕事の両立支援事
業を実施します。
また、就労支援に関して、ハローワー
クと連携し、出張相談などを実施しま
す。（月１回）

ハローワーク
相談件数

ー ー ー 8件 10件 12件

がんに罹患しても治療と仕事を両立していけ
るよう産業保健総合支援センターと連携を図
る。またハローワークの出張相談窓口を定期的
に開催する。令和2年度、３年度の件数より目
標値を設定した。

ー
静岡病院総
務課

㊴ 労働相談
治療と仕事の両立など、労働条件に
関する様々な疑問・悩みをお持ちの方
に対する相談支援を実施します。

相談者の満足度 ー ー ー
相談者の

満足度９０％
以上

相談者の
満足度９0％

以上

相談者の
満足度９0％

以上

社会保険労務士による労働相談では、相談者
の労働問題に関する様々な疑問・悩みの改善
に向けた助言を行っている。
そのため、相談者の満足度を活動指標とし、目
標値は令和４年度の実績（満足度未記載の相
談者を含めた満足度）から設定した。

ー 商業労政課

㊵
がん患者補整具
購入費助成

がん治療による外見の変貌により、そ
れを補完する補整具が必要となり、又
は必要になると想定される方に、購入
する費用を助成します。

申請のあった補
助対象となる購
入への補助実施
率

100% 100% 100% 100% 100% 100%

がん患者の治療と社会参加等の両立を支援す
ることが本事業の目的であるため、申請に対
する補助実施率100%を目標値として設定し
た。

ー
保健衛生医
療課

㊶
「らしく、働く」環
境を普及啓発

がんにかかったとしても「らしく、働
く」ことができる環境の普及啓発を行
います。

両立支援セミ
ナー参加人数

ー 検討 実施 20名 25名 30名
Ｒ５の実績をもとに、Ｒ６は20名とし、R7及び
R8については、目標が年々向上するように設
定した。

ー
保健衛生医
療課

事業名 事業の概要 活動指標名

目標
R６からＲ８の

活動指標・目標設定の考え方・算出根拠

目標
R６からＲ８の

活動指標・目標設定の考え方・算出根拠
事業名 事業の概要 活動指標名

理由
（R７以降目標等が「実施計画」
と異なる予定である場合）

理由
（R７以降目標等が「実施計画」
と異なる予定である場合）
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（２）若年がん患者・在宅医療等への支援　　【条例第９条、第14条、第15条、第16条、第17条、第18条】
◆成果指標

中間見直し時
Ｒ３

（１年目）
Ｒ４

（２年目)
Ｒ５

（３年目）
Ｒ６

（４年目)
Ｒ７

（５年目）
Ｒ８

（６年目)

20
３５．２%
(R3)

ー ー ー 36.5% 37.6% 38.7% 厚生労働省「人口動態調査」から静岡市算出
保健衛生医
療課

◆取組内容
ア　若年がん患者等への支援

所管課

R3 R4 R5 R6 R7 R8
所管課

㊷
病気療養児への
教育

県と協力して、小児がん患者を含めた
病気で療養している子どもを対象に
病院内等で教育を行うなど、療養児に
対する教育の機会を保障していきま
す。

実施回数 １回 １回 １回 １回 １回 １回
４月に、各学校から１名参加する就学支援担当
者会、専門調査委員研修会を実施し、療養児に
対する教育の機会があることを周知する。

ー 学校教育課

㊵再
がん患者補整具
購入費助成（再
掲）

がん治療による外見の変貌により、そ
れを補完する補整具が必要となり、又
は必要になると想定される方に、購入
する費用を助成します。

申請のあった補
助対象となる購
入への補助実施
率

100% 100% 100% 100% 100% 100%

がん患者の治療と社会参加等の両立を支援す
ることが本事業の目的であるため、申請に対
する補助実施率100%を目標値として設定し
た。

ー
保健衛生医
療課

㊸
若年がん患者等
生殖機能温存治
療費補助

がん治療により生殖機能が低下し、又
は失われる可能性があると医師に診
断された43歳未満の方に対して、生
殖機能温存治療費を補助します。

申請のあった補
助対象となる治
療への補助実施
率

100% 100% 100% 100% 100% 100%

がん患者の治療と社会参加等の両立を支援す
ることが本事業の目的であるため、申請に対
する補助実施率100%を目標値として設定し
た。

ー
保健衛生医
療課

㊹

公共施設の男性
用トイレへのサニ
タリーボックス設
置

がんの手術や加齢による影響で、尿漏
れパッドを着用する男性が、外出時に
使用済のパッドを持ち帰ることなく処
分できるよう、公共施設の男性用トイ
レへのサニタリーボックス設置を進め
ます。

公共施設の男性
用トイレへのサニ
タリーボックス設
置状況の公表

ー ー ー
ホームペー
ジでの公表

ホームペー
ジでの公表

ホームペー
ジでの公表

設置を進める上では、既設置施設における利
用状況と設置・維持経費のバランスを比較考
慮して進めていく必要があり、定量的な目標の
設定はなじまないため、ホームページでの設置
状況の公表を目標とする。

ー
保健衛生医
療課

イ　在宅医療・介護の提供体制の整備
所管課

R3 R4 R5 R6 R7 R8
所管課

㊺
緩和ケアフォロー
アップ研修会の
開催

がん在宅緩和ケア促進事業として、緩
和ケアフォローアップ研修会を開催し
ます。

参加人数 ー ー ー 15人 18人 20人

がん在宅緩和ケアの促進に繋げるため、緩和
ケアフォローアップ研修会の参加者を増やすこ
とを目標とした。目標値はワークショップが中
心である研修会の性質及び過去の実績より算
出した。

ー
静岡病院総
務課

㊻
在宅医療・介護連
携推進事業

地域における医療・介護の関係機関が
連携して、多職種協働により在宅医
療・在宅介護を一体的に提供できる体
制を構築するため、静岡市在宅医療・
介護連携協議会において、在宅医療・
在宅介護の連携に関する協議を行
い、事業計画に基づく取組を実施しま
す。

協議会の開催数 ２回 ３回 4回 ２回 ２回 ３回

基本的に年２回実施。１回目は該当年度の事業
計画の承認を得て、２回目に事業実績の報告
と、次年度に向けた意見聴取を行う。「健康長
寿・誰もが活躍のまちづくり計画」改定時等
は、必要に応じ３回実施し、計画改定案につい
て意見を聴取することから、通常２回、計画改
定時等には３回を目標とした。

ー

地域包括ケ
ア・誰もが
活躍推進本
部

㊼ ACPの理解促進

終末期医療に対する希望や人生の最
終段階の医療、もしもの場合の話し合
い・相談などを進め、本人らしい最期
の在り方を考えてもらうために、市民
や専門職への啓発を行います。

研修会開催数 ー ー ー 1回 1回 1回
ACPの理解促進のため、市民や専門職へ啓発
する研修会開催数を活動指標とし、年１回開催
することを目標とした。

ー

地域包括ケ
ア・誰もが
活躍推進本
部

㊽
若年がん患者等
在宅療養生活支
援補助

在宅療養生活をしているがん（医師が
一般に認められている医学的知見に
基づき回復の見込みがない状態に
至ったと判断したものに限る）患者に
対して、居宅サービス等を利用する費
用を補助します。

申請のあった補
助対象となる購
入及びサービス
等への補助実施
率

100% 100% 100% 100% 100% 100%

がん患者の治療と社会参加等の両立を支援す
ることが本事業の目的であるため、申請に対
する補助実施率100%を目標値として設定し
た。

ー
保健衛生医
療課

㊾
がん末期在宅介
護支援事業補助
金

介護保険の要介護（要支援）認定申請
の結果、非該当になった末期がんの方
に対し、在宅介護に必要なサービスの
利用について費用の一部を補助しま
す。

申請のあった補
助対象となる
サービスへの補
助実施率

100% 100% 100% 100% 100% 100%

介護保険の要介護（要支援）認定申請の結果、
非該当になった末期がんの方の在宅サービス
の利用の確保を図るため、申請のあった補助
対象となるサービスへの補助実施率100%を
目標とした。

ー 介護保険課

在宅看取り率（がん患者のみ）

事業名 事業の概要
理由

（R７以降目標等が「実施計画」
と異なる予定である場合）

No. 指標
実績 目標

出典

活動指標名

目標
R６からＲ８の

活動指標・目標設定の考え方・算出根拠

事業名 事業の概要 活動指標名
理由

（R７以降目標等が「実施計画」
と異なる予定である場合）

目標
R６からＲ８の

活動指標・目標設定の考え方・算出根拠
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（３）つなぐ・支えるプロジェクトの推進　【条例第９条、第12条、第13条、第14条、第15条、第16条、第17条、第18条】
所管課

R3 R4 R5 R6 R7 R8
所管課

㊱再

がんと共に生き
る静岡市民を応
援する特設ペー
ジ・ガイドブック
を作成

たとえがんにかかったとしても生涯を
通じて自分らしく生きることができる
社会の実現を目指し、がんと診断され
た方に役立つ情報をまとめたインター
ネット上の特設ページやガイドブック
を作成します。

特設ページ及び
ガイドブックの作
成及び更新

・ガイドブッ
ク作成

・ホームペー
ジ検討

ホームペー
ジ作成

・ー

・ガイドブッ
ク改訂

・ホームペー
ジ更新

・ガイドブッ
ク改訂

・ホームペー
ジ更新

・ガイドブッ
ク改訂

・ホームペー
ジ更新

ガイドブック及びホームページ作成を令和４年
度に完了し、以降は適宜更新及び改訂を実施
することとした。

ー
保健衛生医
療課

㉛再
がんサバイバー
交流会の場の提
供

がんサバイバー（がんと診断された方
など）が交流できる会の場の提供を行
います。

延べ参加人数 ー 検討 実施 44名 44名 4４名
Ｒ５の見込実績をもとに、Ｒ６は44名とした。
Ｒ７、Ｒ８は実施方法等を見直すため、暫定的に
Ｒ６の目標と同数とした。

ー
保健衛生医
療課

㊶再
「らしく、働く」環
境を普及啓発

がんにかかったとしても「らしく、働
く」ことができる環境の普及啓発を行
います。

両立支援セミ
ナー参加人数

ー 検討 実施 20名 25名 30名
Ｒ５の実績をもとに、Ｒ６は20名とし、R7及び
R8については、目標が年々向上するように設
定した。

ー
保健衛生医
療課

㊸再

生殖機能温存治
療に対する支援
を実施（若年がん
患者等生殖機能
温存治療費補助）
（再掲）

がん治療により生殖機能が低下し、又
は失われる可能性があると医師に診
断された43歳未満の方に対して、生
殖機能温存治療費を補助します。

申請のあった補
助対象となる治
療への補助実施
率

100% 100% 100% 100% 100% 100%

がん患者の治療と社会参加等の両立を支援す
ることが本事業の目的であるため、申請に対
する補助実施率100%を目標値として設定し
た。

ー
保健衛生医
療課

㊽再

在宅療養生活に
対する補助を実
施（若年がん患者
等在宅療養生活
支援補助）（再掲）

在宅療養生活をしているがん（医師が
一般に認められている医学的知見に
基づき回復の見込みがない状態に
至ったと判断したものに限る）患者に
対して、居宅サービス等を利用する費
用を補助します。

申請のあった補
助対象となる購
入及びサービス
等への補助実施
率

100% 100% 100% 100% 100% 100%

がん患者の治療と社会参加等の両立を支援す
ることが本事業の目的であるため、申請に対
する補助実施率100%を目標値として設定し
た。

ー
保健衛生医
療課

㊾再

がん末期在宅介
護支援事業を実
施（がん末期在宅
介護支援事業補
助金）（再掲）

介護保険の要介護（要支援）認定申請
の結果、非該当になった末期がんの方
に対し、在宅介護に必要なサービスの
利用について費用の一部を補助しま
す。

申請のあった補
助対象となる
サービスへの補
助実施率

100% 100% 100% 100% 100% 100%

介護保険の要介護（要支援）認定申請の結果、
非該当になった末期がんの方の在宅サービス
の利用の確保を図るため、申請のあった補助
対象となるサービスへの補助実施率100%を
目標とした。

ー 介護保険課

㊵再

アピアランスをケ
アする助成の実
施（がん患者補整
具購入費助成）
（再掲）

がん治療による外見の変貌により、そ
れを補完する補整具が必要となり、又
は必要になると想定される方に、購入
する費用を助成します。

申請のあった補
助対象となる購
入への補助実施
率

100% 100% 100% 100% 100% 100%

がん患者の治療と社会参加等の両立を支援す
ることが本事業の目的であるため、申請に対
する補助実施率100%を目標値として設定し
た。

ー
保健衛生医
療課

事業名 事業の概要 活動指標名
理由

（R７以降目標等が「実施計画」
と異なる予定である場合）

目標
R６からＲ８の

活動指標・目標設定の考え方・算出根拠
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資料２：静岡市がん検診精度管理協議会の開催状況などについて[1/4] 

静岡市がん検診精度管理協議会の開催状況などについて 

健康づくり推進課  

 

１ 「がん検診チェックリスト」と、その適合状況について 

住民検診としてのがん検診を効果的に行うためには、検診の精度管理（事業評価）が大変重

要である。厚生労働省は、住民検診に携わる都道府県、市区町村、検針機関は、国立がん研究

センターが示す「事業評価のためのチェックリスト」（いわゆる「がん検診チェックリスト」

等により検診体制を整備することを求めている。 

チェックリスト項目の中には、それぞれが単独では達成できず、静岡市と医療機関との連携

が必要な項目も含まれている。 

 

 静岡市におけるがん検診チェックリストの適合率は次のとおり。 

令和５年度末 23％ ⇒ 令和６年度 46％ 

（※令和５年度から令和６年度にかけて、がん検診チェックリストが一部改正され、 

チェックリストの項目数が増加した。 

  仮に、令和５年度版のチェックリストだった場合、適合率は54％になっていた。） 

 依然として、低い適合率に留まっているが、これらの項目を少しでも多く適合できるよう

に、協議会や部会などを通じ、医療関係者や医療機関等にご協力をいただいている。 

 

２ 令和６年度第１回静岡市がん検診精度管理協議会について 

  令和６年10月 17日（木）に開催。議題は以下のとおり。 

（１）令和５年度がん検診実施状況について 

（２）がん検診受診勧奨通知、要精密検査と判定された受診者に対する確認通知 

  ア 受診勧奨通知 

    【昨年度まで】がん検診を５年以内に受診したものの、それ以降未受診の者を対象 

    【今年度（令和６年度）】 

加入している健康保険の種別に関係なく、乳がん検診又は胃がん検診の受診対象者 

となる初年度の年齢に該当する静岡市内在住者に対して勧奨することで、がん検診の 

制度の周知、受診者層の拡大を図ることを目的とした。 

対象者：42歳女性の静岡市民あてに乳がん及び子宮頸がん 3,857人 

50歳男性の静岡市民あてに胃がん、大腸がん及び肺がん 5,281人 

資料２ 
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発送日：令和６年10月 11日（金） 

   ※今年度のがん検診受診勧奨通知 

 

  イ 精密検査受診勧奨通知 

    がん検診を受診し、「要精密」と判定されたが、その後の精密検査の結果が静岡市に

返ってこない場合、まず、受診医療機関に対して静岡市から照会し、受診医療機関でそ

の動向が未把握だった場合に、本人あて静岡市から通知を送付する。 

    【昨年度まで】年２回、照会・調査を実施（６か月に１回程度の頻度） 

    【今年度（令和６年度）】年３回、照会・調査を実施する予定（従来よりも調査回数

を多く実施）（４か月に１回程度の頻度） 

     １回目：令和５年10月から令和６年３月までに要精密判定が出ているが、精密検

査未受診者あてに、受診状況を把握するため受診勧奨通知を発送した。 

対象者：胃がん 44人、大腸がん 262人、肺がん 118人、 

乳がん 22人、子宮頸がん 23人 

発送日：令和６年10月 18日（金） 

２回目（予定）：令和６年４月から７月までに要精密判定が出ているが、精密検査

未受診者あてに、発送する予定。 

発送日：令和７年１月下旬（予定） 

   ※通知文（胃がん検診受診者に対するもの） 
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（３）令和７年度以降の乳がん検診の実施方法について 

   【今年度まで】マンモグラフィ撮影検査＋視触診 

   【次年度から】マンモグラフィ撮影検査 

   令和７年度からは、乳がん検診の項目に含めていた視触診を廃止することとした。視触

診廃止に関しては、平成27年９月に国の検討会中間報告書で示されて以降、順次各自治

体の裁量・判断により廃止してきていた。 

静岡市においては、令和７年度から廃止することとしたが、同時に、直接専門医から

結果説明等を受ける機会を継続するため、希望者向けに対面結果説明を実施する方針で

ある。 

   また、対面結果説明時に、「ブレスト・アウェアネス」（乳房を意識する生活習慣）の重 

要性について説明していただく。郵送による結果説明の場合であっても、ブレスト・アウ 

ェアネスに関する資料提供を積極的に進めていただく。 

（４）がん検診受診者への説明資料作成について【次年度から実施】 

   国のがん検診チェックリスト項目の１つである「仕様書に明記すべき最低限の項目」の 

うち「対象者への説明」を、令和７年度から導入したい方針である。説明資料の内容につ 

いては、各がん部会で協議を進めていく。 
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（５）がん検診実施時の使用機器類、検査キット名の照会の運用について【次年度から実施】 

   上記（４）と同様に国のがん検診チェックリスト項目の１つである「仕様書に明記すべ 

き最低限の項目」のうち、市町がすべき検診実施時に使用する機器類検査キット名の把握 

について、検診実施医療機関あてに照会を実施する方針である。 

（６）最終診断結果の区分の見直しについて【令和10年４月システム更改に向けて】 

   静岡市のがん検診チェックリスト遵守状況について令和５年度実施分は約23％と低い 

状況である（令和６年度は、約46％）。低い要因は、静岡市のがん検診結果区分とがん検

診チェックリストに規定されている検診結果区分が一致していないことである。今後

「国標準化システム」への移行（令和10年４月予定）に併せて検診結果区分を見直し、

遵守率向上を図ることが課題である。 

 

３ 各がん部会について 

  静岡市がん検診精度管理協議会の部会を設け、いわゆる「５大がん」と呼ばれるがん種に 

 関する議論・検討をいただいている。 

各がん部会については、以下の日程で開催した。 

 開催日 

大腸がん部会 令和６年11月 20日（水） 

乳がん部会 令和６年11月 21日（木） 

肺がん部会 令和６年12月 10日（火） 

胃がん部会 令和６年12月 18日（水） 

子宮頸がん部会 令和６年12月 20日（金） 
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在宅医療において積極的な役割を担う医療機関在宅医療に必要な

連携を担う拠点区分
診療所（清水区）診療所（駿河区）診療所（葵区）病院（３区計）

あさり内科クリニック
医療法人財団はるたか会
あおぞら診療所しずおか

梅ヶ島診療所静岡県立総合病院静岡市静岡医師会

磯貝医院
医療法人福恵会

東新田福地診療院
大河内診療所静岡県立こども病院静岡市清水医師会

輝齢ハラダクリニックかのう内科クリニックかげやま医院静岡市立静岡病院

眞内科クリニック杉山医院（泉町）佐々木ハートクリニック静岡市立清水病院

宗内科医院たんぽぽ診療所鈴木内科医院静岡赤十字病院

竹内クリニック冨田内科服部クリニック静岡済生会総合病院

中之郷クリニックとやまクリニックまつとみクリニックＪＡ静岡厚生連静岡厚生病院

福地外科循環器科医院富士見台クリニックＪＡ静岡厚生連清水厚生病院

三上医院堀田内科医院
独立行政法人地域医療機能

推進機構桜ヶ丘病院

望月クリニック静岡徳洲会病院

吉永医院白萩病院

渡辺内科医院

129７11２小計

39２合計

在宅医療の提供体制

※今後の状況変化等に応じ、地域医療協議会による審議を経て、積極的医療機関の追加指定及び指定取消しを実施する。

静岡県保健医療計画への位置付け状況（静岡在宅医療圏） （令和６年11月13日時点）
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在宅医療の提供体制

出典 「在宅医療の体制整備について 令和５年度第２回医療政策研修会及び第１回地域医療構想アドバイザー会議」 厚生労働省医政局地域医療計画課 外来・在宅医療対策室
（https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/001146149.pdf）
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